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研究要旨：現在、厚生労働省が推進している肝炎医療コーディネーター制度は、令和 5 年

3 月末時点では全ての都道府県で合計 29,451 名が養成され活動している。しかしながら

自治体により養成数やその配置状況は異なり、活動内容や活動量についても、各肝炎医療

コーディネーターによって様々である。令和 4年 3 月に改正された肝炎対策基本指針にお

いて、「都道府県等において基本的な役割や活動内容等について明確にした上で育成を進

めることが重要である」と示されており、佐賀県における肝炎医療コーディネーターの養

成についてこれまでの状況を集計し、検討を行った。また肝炎医療コーディネーター活動

に関連する日本肝臓学会の取り組みについて検討した。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

現在厚生労働省が推進している肝炎医

療コーディネーター（以下、肝 Co）制度

は、平成 21年に全国に先駆けて山梨県で

肝炎ウイルス受検者や患者に対して理想

的な意思決定を支援し、検査実施機関か

らかかりつけ医、専門医療機関の連携を

密に行なうための橋渡し的な医療職とし

て育成が始まった。さらに平成 23年度か

ら厚生労働省の推進事業として全国的に

肝Coの養成と配置が進められ、平成29年

4 月には全国での均てん化に向けて、厚生

労働省健康局長から全国の都道府県知事

に向けて肝Coの養成と活用について基本

的な考え方や養成、役割、活動について通

達された。更に、令和 4 年 3 月 7 日に改

正された肝炎対策基本指針において、「肝

Co の基本的な役割や活動内容等について、

国が示す考え方を踏まえ、都道府県等に

おいてこれらを明確にした上で育成を進

めることが重要である」とされた。 

一般社団法人日本肝臓学会（以下、日本

肝臓学会）は、肝Co活動を支援すべく様々

な活動を行っている。平成 30 年から、各

 
142



都道府県の肝疾患診療連携拠点病院から

の公募で、肝 Co を対象とした研修会の開

催を毎年支援している。さらに令和元年

以降、肝 Coが肝臓専門医を含む多職種の

メディカルスタッフと交流し、日頃の活

動内容の共有、学術的研鑽、活動の均てん

化やレベルアップの場として、日本肝臓

学会が主催する学術集会において同会員

資格の有無を問わずに発表ができるセッ

ションを開催してきた。全国の拠点病院

や医療機関、行政機関等から多数のメデ

ィカルスタッフや事業担当者が参加し、

活発な意見交換が行われている。 

本年度は、佐賀県および佐賀大学医学

部附属病院肝疾患センターがこれまでに

実施してきた肝Co養成研修会およびスキ

ルアップ研修会、そして日本肝臓学会が

行っている肝炎医療コーディネーター支

援事業について集計・解析を行なった。ま

た日本肝臓学会の取組を調査した。 

 

Ｂ．研究方法 

佐賀県において、肝 Coの養成・スキルア

ップ研修会の開始年度、R4 年度までの研

修の構成（プログラムや講師、各講義の時

間、テキスト、確認テスト（試験）内容）、

研修会の日程と開催方法、申し込み方法・

申し込み期間、定員制の有無、認定年限

（更新の有無）、R4年度までの養成者数に

ついて調査した。また日本肝臓学会にお

ける取組について、同学会事務局への聞

き取りや告知を元にまとめた。過去の学

術集会におけるメディカルスタッフセッ

ションの状況を抄録集で調査した。 

 

C. 結果 

①佐賀県における肝 Co養成研修会、スキ

ルアップ研修会の講義内容の変遷 

佐賀県における肝 Co 養成は平成 23 年度

から開始され、講義の内容は佐賀県の肝

疾患対策の現状、ウイルス性肝炎や肝が

ん・肝硬変、アルコール性肝炎や非アルコ

ール性脂肪性肝疾患、自己免疫性肝疾患

などの医学的な知識、医療費助成、肝 Co

についてなどのテーマで構成されていた。

当初は医学的な知識に関する講義で全体

の約 60％を占めていたが、平成 25年から

は肝Co活動の実践を学ぶDVDの視聴が始

まり、平成 26 年からは肝 Co の働きかけ

方を学ぶための「動機づけ面接」講義が、

平成 29 年からは「両立支援」講義が始ま

るなど、時代のニーズに即した、より実践

的なテーマが順次取り入れられた。非ア

ルコール性肝疾患への対策として、栄養

療法や運動療法に関する講義も取り入れ

られており、令和４年度の養成研修会で

は、医学的な知識の割合は全体の約 40％

程度になっている（図①）。 

 

 

 

養成研修会での医学的知識に関する講義

は必要最低限にとどめる一方で、スキル
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図① 佐賀県における肝 Co 養成研修会の講義

内容の変遷（上:時間数、下：比率） 
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アップ研修会では、B 型肝炎や C 型肝炎、

アルコール性肝疾患や非アルコール性脂

肪性肝疾患などの疾患を取り上げて、治

療などに関する最新情報や、肝 Co 活動に

おいて役に立つ情報を提供できるように

様に工夫している（図②）。 

 

 

 

 

佐賀県ではあらゆる職種が肝Coを取得可

能だが、両立支援の取り組みでは社会保

険労務士を、高齢者対策ではケアマネー

ジャーや介護職員など、また非肝臓専門

医対策ではまず眼科のスタッフなど、重

点課題に応じた職種や領域に参加を呼び

かけてきた。 

R4 年度までに多様な職種の肝 Co 2031 名

が養成されている（図③）。令和元年度ま

では全て対面で開催していたが、令和2年

度からは COVID-19 の感染拡大の影響で、

全てオンライン（オンデマンド）で開催し

ている。養成研修会は定員を 200 名であ

るが、対面での開催中は 100〜150 名程度

であった。オンラインでの開催となった

以降は、参加者は毎年ほぼ 200 名となっ

ており COVID19 感染拡大前よりやや増加

している。参加者のアンケートでは、対面

形式に比べるとオンデマンド配信では、

自分の都合がいい時間帯に視聴ができる

ため、勤務予定が直前までわからない医

療職や、子育て世代の女性から評価が高

かった。わからないところを繰り返し確

認できる点も好評であった。 

テキストは、各講義のスライドをもとに

作成して全参加者に配布している。また、

肝 Co が活動する際に、「予防」「受検」「受

診」「受療」「フォローアップ」「その他」

の各stepで活用できるリーフレットを全

て掲載しているファイル「kantomo」も、

テキストと一緒に郵送している。オンラ

インでの開催となったことから、研修会

に必要なテキスト類は全て受講者に郵送

する必要があり、郵送コストが高くなっ

ている。なるべく簡素化・軽量化するよう

に工夫している。 

確認テストについては、あまり詳しい知

識を問うのではなく、養成研修会に参加

していれば解ける問題（きちんと受講し

たことが確認できるレベル）を確認して

いる。知識を覚えるのではなく、テキスト

や kantomo 等を確認しながらでもいいの

で、まずは肝 Co として活動を始めてもら

うことを目指している。 

 

 

② 日本肝臓学会の取り組み 

日本肝臓学会は、平成 30 年度から肝炎医

療コーディネーターを対象とした研修会

開催支援を開始した。全都道府県の肝疾

患診療連携拠点病院を対象とした公募で

年度 プログラム 講師

R１（第１回） 養成研修会と同様（同時開催）

R１（第２回）
① 肝炎医療における佐賀県の助成制度について 佐賀中部保健福祉事務所
② 肝炎患者の置かれた状況について考える公開シンポジウム 研究代表者 八橋 弘

R２（第１回） 養成研修会と同様（同時開催）

R２（第２回）
① 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業

佐賀県
② 肝炎医療に関する助成制度について

R３（第１回）
① アルコール性肝疾患:みんなで一緒に考えたいこと! 琉球大学 肝臓専門医
② スマホでアルコール性肝疾患を持つ患者さんに介入 佐賀県医療センター好生館 精神科医
③ アルコールに関連する肝疾患の問題点と今後について 肝臓専門医 ✕ 精神科医 × 肝Co

R３（第２回） 養成研修会と同様（同時開催）

R３（第３回）
① ここから始めよう!誰にでもできる肝Ｃо活動紹介 佐賀大学 肝疾患センター 管理栄養士
② Ｂ型肝炎 つまずくポイント ずばっと解決! 佐賀大学 肝臓専門医

R４（第１回） 養成研修会と同様（同時開催）

R４（第２回）
① Ｂ型肝炎 久留米大学 肝臓専門医
② Ｃ型肝炎の最新情報と肝Ｃоの実践! 佐賀大学 肝臓専門医

R5 （第１回） 養成研修会と同様（同時開催）

R5 （第２回）
肝Co活動の実践

理学療法士・管理栄養士・薬剤師
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認定更新との関係性はなし
終了すると都道府県知事の証明書を発行
個人毎のスキル受講状況は把握していない
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図③ 佐賀県における肝 Co 養成数と職種 

図② 佐賀県における肝 Co スキルアップ研修

会の講義内容の変遷 
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開催される。同支援によって研修会を開

催した拠点病院数は年々増加しており、

令和5年度は28施設（全拠点病院の59.6%）

が開催予定である。令和 4年度に全 28 施

設で開催された研修会の参加者数は

2,267 名であった。 

 肝炎医療コーディネーターの活動は各

都道府県で養成状況や活動状況には差異

がある 2）。肝臓専門医や多職種のメディ

カルスタッフと交流し、日頃の活動内容

の共有や学術的な研鑽を行うことは、肝

炎医療コーディネーター活動のモチベー

ション向上やレベルアップ、均てん化に

寄与すると考えられる。日本肝臓学会の

学術集会では、令和元年第 55 回日本肝臓

学会総会で初めて、発表に会員資格を必

須としないメディカルスタッフセッショ

ンが開催された。肝炎医療コーディネー

ターセッションでは 49の拠点病院が、医

療行政セッションには地方自治体を含む

36 の施設がポスター発表を行なった。こ

れ以降、肝臓学会総会のみならず、大会や

東部・西部支部会でも肝炎医療コーディ

ネーターが参加・発表可能なメディカル

スタッフセッションが開催されている。

新型コロナウイルスの影響をうけた令和

2 年度や令和 3 年度は発表数がやや減少

したが、近年は再び増加傾向であり、令和

5 年度は年間で 107 演題が採択されてい

る（図④）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．考察 

佐賀県における肝炎医療コーディネータ

ー養成研修会では、講義はある程度詳し

い内容までしっかりと解説するが、確認

テストではあまり詳しい知識を問うので

はなく、養成研修会に参加していれば解

ける問題（きちんと受講したことが確認

できるレベル）を出題している。あらゆる

職種、所属の方々に肝 Co として肝炎対策

に加わっていただくことを目指している

佐賀県では、初心者の肝 Co には発展的な

知識を最初から覚えることよりも、テキ

ストや kantomo 等を確認しながらでもい

いので、まずは肝 Co として活動を始めて

もらうことを目指している。その上で、肝

Co 活動を実践するために更に発展的な知

識が必要になった方には、スキルアップ

研修会や他の講習会等で習得していただ

けるように環境を整えている。肝 Coの主

体性を尊重し、それぞれの職種や配置場

所の業務の延長線上において何か一つで

もできる活動から実践してほしいと考え

ているため、養成後に各肝 Co が習得すべ

き知識や技術等に関する目標を設定して

おらず、また評価する仕組みも構築して

いない。このため佐賀県における肝 Co の

知識や技術といったスキルについては、

個人により非常に差がある可能性がある。 

図④ 日本肝臓学会主催学術集会におけるメデ

ィカルスタッフセッションの演題数の変遷．

(O), 口演発表；（P）, ポスター発 
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 これまで肝 Co の養成やスキルアップ、

配置等については、各都道府県がそれぞ

れの肝炎対策に実態に合わせて方針や目

標を設定して実施してきた。佐賀県およ

び全国において肝Coの適正配置や活動に

おける均てん化を進めていくためには、

全国での調査状況も踏まえて佐賀県の現

状を評価し、必要な対策について講じて

いく必要があると考える。 

 また日本肝臓学会が行う肝Coに関連す

る主な取り組みは、研修会の開催支援と

学術集会における発表機会の提供であっ

た。どちらの取り組みも既に定着してお

り、今後は肝 Co 活動の均てん化への寄与

が期待される。 

 

Ｅ．結論  

肝Coの適正配置や活動における均てん化

および更なる活動の促進に向けて、佐賀

県及び全国の調査結果も踏まえて、適切

な目標設定および目標達成を目指した対

策を講じていく必要がある。 

 

 

Ｆ．研究発表  

１．論文発表 

(1)  磯田 広史, 榎本 大, 高橋 宏和, 
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健一, 柿崎 暁, 立木 佐知子, 井上 貴

子, 遠藤 美月, 島上 哲朗, 荒生 祥尚, 

井上 淳, 末次 淳, 永田 賢治, 是永 匡

紹. 肝疾患診療連携拠点病院における肝

炎医療コーディネーターの現状（第2報）. 

肝臓. 2023. 64(10):510-513. 

(2) 田中 留奈, 磯田 広史, 八橋 弘, 

四柳 宏, 高橋 宏和. ケアマネジャーを

対象とした C 型慢性肝炎に関する全国ア

ンケート調査. 肝臓. 2023. 64(7):301-

310. 

 

２．学会発表 

(1) 今泉 龍之介, 磯田 広史, 矢田 と
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